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令和４年教育委員会第１３回臨時会会議録 
 

開会日時  令和４年１２月２３日       午前 １０時００分 

閉会日時     同    上           午前 １１時０５分 

  

場  所   教育委員会室  

 

出席委員   教 育 長  小 花 高 子 

       同職務代理者   壷 内   明 

       委  員  谷 部 憲 子 

       委  員  日 髙 芳 一 

       委  員  上 原 有美江 

       委  員  青 柳   豊 

 

議場出席委員  

・教 育 次 長    中島 俊一 

・教育総務課長    山崎  淳 

・学校環境整備担当課長    尾崎 隆夫 

・指 導 室 長    谷合みやこ 

・学校教育支援担当課長    大川 千章 

・地域教育課長    須藤 義和 

・生涯学習課長    佐藤 秀夫 

・中央図書館長    新井 秀成 

・学校教育担当部長    菅谷 幸弘 

・学校施設担当課長    小野村守宏 

・学 務 課 長    羽田  顕 

・学校教育推進担当課長    森  孝行 

・統括指導主事    木村 文彦 

・放課後支援課長    髙橋 裕之 

・生涯スポーツ課長    柿澤 幹夫 

書  記 

・教育企画係   藤井 裕太 

 

開会宣言   教育長 小 花 高 子 午前１０時００分 開会を宣する。 

 

署名委員    教育長 小 花 高 子  委 員 壷 内   明  委 員 谷 部 憲 子 

       以上の委員３名を指定する。 

 

議事日程   別紙のとおり 
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開会時刻１０時００分 

○教育長 おはようございます。それでは、出席委員が定足数に達しておりますので、令和４年

教育委員会第13回臨時会を開会いたします。 

 議事に先立ちまして、新たな教育委員会委員として、谷部憲子委員が区長より任命をされまし

たので、ご挨拶を頂きたいと思います。お願いいたします。 

○谷部委員 ただいまご紹介を頂きました谷部と申します。本日付で教育委員に就任いたしまし

た。私自身、葛飾区で生まれて葛飾区で育ちましたので、そしてまた縁あって、葛飾区で子育て

をすることになりました。葛飾区の教育に携わることができるということはとても光栄なことだ

と思っております。 

 微力ではありますが、一生懸命務めさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○教育長 ありがとうございました。 

 本日の会議録の署名は私に加え、壷内委員と谷部委員にお願いをいたします。 

 それでは、議事に入ります。 

 本日は報告事項等が２件です。 

 それでは、報告事項等の１「令和４年度東京都児童・生徒体力・運動能力、生活・運動習慣等

調査の実施結果について」の報告をお願いします。 

 指導室長。 

○指導室長 それでは、私から「令和４年度東京都児童・生徒体力・運動能力、生活・運動習慣

等調査の実施結果について」ご報告いたします。 

 この「調査の目的」は、児童・生徒の体力・運動能力、生活習慣等の実態を把握・分析し、そ

の成果と課題を検証し、体力・運動能力の向上に関する継続的な検証改善サイクルを確立すると

いうものでございます。 

 体力・運動能力の調査の内容は、資料にございますとおり、小学校段階では握力・上体起こ

し・長座体前屈・反復横とび・20ｍシャトルラン・50ｍ走・立ち幅とび・ソフトボール投げでご

ざいます。 

 中学校段階では、持久力を測る種目が 20ｍシャトルランか持久走かの選択を学校ごとにいた

しまして、またソフトボール投げがハンドボール投げとなります。 

 生活習慣・運動習慣等の調査は、質問紙調査の形式で行われております。 

 対象は小学校第1学年から中学校第３学年の全学年、全児童・生徒でございます。 

 資料を２枚おめくりいただきますと、結果の表がございます。表のうち、網かけの項目が東京

都の平均と同等、もしくは上回っているものでございます。 

 体格では、男子が二つの学年を除いて、身長が都の平均と同等もしくは上回っており、体重は

全学年が都の平均を上回っております。 
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 女子をご覧いただきますと身長・体重ともに全ての項目で上回っております。 

 体力の結果は、男子・女子とも表の一番右側にございます体力の合計点をご覧ください。小学

校では、男子が四つの学年、女子は全ての学年が都の平均と同等、もしくは上回っています。中

学校では、男女ともに一つの学年が上回っているという結果にございます。 

 そして、その次の資料２をご覧ください。こちらが運動習慣等の調査結果でございます。「毎

日運動する」と答えた児童・生徒は、女子に比べますと男子が多く、学年が上がるごとに増加し

ている傾向にございます。また、１日の運動時間が 30 分未満の児童・生徒は女子が多く、小学

校６年生と中学校３年生では３割を超えております。そして「運動が好き」と肯定的に答えた児

童・生徒は、男子の全学年で８割を超え、女子は７割を超えております。こちらの結果は資料３

にございます。 

 課題に関しますことは、資料３の左下のグラフ「１日にどれくらいの時間、テレビ及びスマー

トフォン、タブレット端末などの画面を見ているか」、こちらは学習を除く時間でございますが、

小学校６年生以上、中学校全学年が２時間以上見る児童・生徒が５割を超えるという点を課題に

感じているところでございます。 

 これらの結果を受けまして、日常的に取り組むことができる運動や継続して取り組むことがで

きる運動の内容を示した「かつしかっ子体力アッププログラム」の取組を推進することで運動に

取り組む機会を増やし、運動の日常化に取り組むこと。そして、体力テストの結果から課題が見

られた項目、例えば立ち幅とびですとか、持久力、20ｍシャトルラン等の部分につきまして教員

の実技研修会を実施するなど、指導力の向上を図っていくこと。また、小学校に対しては運動す

る楽しさや喜びの実感につながる体力向上プログラム。中学校に対しては体育科の教員が授業に

おいて、各領域の主運動前に予備的運動の充実を図る体力向上プログラムをそれぞれ更に進めて

まいります。 

 そして、先ほど課題と申し上げました携帯電話やタブレット端末等の視聴時間につきましては、

保健の学習やセーフティ教室、保護者会などの機会を活用いたしまして、健康的な生活習慣の大

切さへの理解と改善に向けた取組を進めるよう全学校に啓発を図ってまいります。 

 説明は以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○教育長 ただいまの報告につきまして、ご質問・ご意見などございますでしょうか。 

 それでは、青柳委員お願いします。 

○青柳委員 体力・運動能力のアンケート結果について、いろいろ取りまとめありがとうござい

ました。感想にはなるのですけれども、体力については、コロナ禍の中でどうなる 

のかなと思いながら見ていった中で、比較的葛飾の子どもたちは、都の平均と同等レベル、もし

くはそれを上回るくらいの結果が出て、少しほっとしているところも正直あります。 

 ただ、指導室長もおっしゃっていたように、スマホ、タブレットに属するものと接する時間の
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毎年の増加率というのがすごいなと感じております。 

 当然学校でＩＣＴ教育に力を入れて、葛飾区の子どもたちの皆さん、タブレットを持っている

とはいえ、ある程度基準的なところを見つけながら、健康被害にも気を付けて取り組んでいただ

けたらなと感じております。 

 具体的にどういうことが必要なのかというところに関しては分からないのですけれども、今後、

区のその辺の取組というのに期待したいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

○教育長 それでは壷内委員、お願いいたします。 

○壷内委員 葛飾区は、本当に緑豊かでいろいろな施設・設備が完備されていて、行政と各地域

とそれから学校が一体になってこの街の運動能力と言いますか、生活習慣も含めてよくやってい

るなと思います。この調査の結果、今青柳委員からのご意見にもありましたように網かけの部分

がほとんどですね。特に小学校はすごいですね。やはりお父さん、お母さん、あるいは地域の力

も当然大きいかと思います。 

 ただ、課題は中学校の１年生、２年生、３年生ですね。例えば長座体前屈や持久走、あるいは

ハンドボール投げ、ここがちょっと気になるのですね。長座体前屈、おそらく柔軟性を培うもの

であるし、持久走は持久力と言いますか、耐える力。それからハンドボールは投げる力と言いま

すか、その辺が中学生の課題になっておりますので、何らかの機会にぜひ各学校にまたご指導願

えればと考えております。 

 よろしくお願いします。 

○教育長 ご要望ということでよろしいでしょうか。 

○壷内委員 はい。 

○教育長 上原委員、お願いいたします。 

○上原委員 運動の好き嫌いの中で、嫌いというのがだんだん中学生ぐらいになると多くなって

くるという、この辺が課題かなと思います。運動というのは、基本的に動かなければ、何でもそ

うなのですけれども、体でも頭でもそうですが、さびてくるわけですよね。 

 それなので、葛飾区の方は自転車を多く乗るではないですか。自転車というのは、筋力は付く

けれども、ランニングやウォーキングに比べて、骨の量を増やす効果にはあまり期待できないと

いう研究結果があるそうなのです。骨は足がきちんと地面に着いて、それがまた脳に行ってとい

う、縄跳びなどはすごくいいのだそうです。運動はとても大切なので、何とかこの３割まで行か

ないけれども、嫌いだという人たちを少しでも減らすようにしていってほしいのですが、どうい

うふうにお考えですか。 

○教育長 指導室長。 

○指導室長 ありがとうございます。委員のご発言のとおり、生涯スポーツにつなげていくとい

う点が、体育の一つの課題でもあります。それは日常の体育の授業の充実、また先ほど申し上げ
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ました「かつしかっ子体力アッププログラム」をこれまで以上に子どもたちに示し、実際にやら

せてみることで、運動することの心地よさ、喜び、楽しさを学校生活の中で味わう機会を多くし

ていくというような取組を学校に指導してまいりたいと思っております。 

○教育長 上原委員。 

○上原委員 中学校にダンス部ができるようになってから、日本の子たちというか、今の若い子

たちは、すごくダンスがうまくなったような気がするのです。 

 昔は、ここにいらっしゃる人たちが多分そうだと思うのですが、ダンスというとフォークダン

スしか知らなかったような感じでしたけれども、今の子たちは多分ダンスが楽しいというのが

あって、どんどんうまくなっているような気がするのです。興味も持っているし、またダンスを

習おうという子たちが男子でも女子でもすごく増えてきている。それも一つの楽しさを覚えたか

らなのだと思うのです。ですから、どんな運動でもいいと思うのです。楽しさを覚えられるよう

なことを、この義務教育の間にできれば根付かせていく。そういうふうにしていく必要があるの

かなと考えております。 

 これは感想ですけれども、よろしくお願いいたします。 

○教育長 ご指摘の点、大変重要だと思っています。やはり楽しさがないと続かなかったり、意

欲もわいてこないということですので、音楽を取り入れて体を動かすとか、具体的な取組、いろ

いろ工夫があると思いますので、取り組んでまいりたいと思います。 

 ほかにはいかがでしょうか。 

 日髙委員、お願いします。 

○日髙委員 もうたくさん聞いて、ご意見も頂いていますけれども、一つ伺いたいのは、ここで

いう持久走と 20ｍシャトルラン、どちらをどのように選んだか、学校の比率というのは分かり

ますか。 

○教育長 指導室長。 

○指導室長 24 校のうちの選択の校数については、現時点で把握しておりませんので、後ほど

ご報告申し上げます。 

○教育長 日髙委員、お願いします。 

○日髙委員 関連して、今まで持久走が少し弱い部分がありましたから、現実にどうなっている

のかなと心配でしたので、もし分かったら後で教えてください。 

 もう１点。私は生活習慣の確立の上でも非常に大事だと思っていますが、この７ページにある、

１日にどのくらいの時間をテレビやスマートフォンあるいはタブレット端末を使っていますかと

いうこの質問、すごく大事だと思うのです。中学生を見ると何しろすごい時間見ているのですよ

ね。何を見ているかというと、タブレット端末とかスマートフォンだと思うのです。テレビとい

うのはどちらかというと少なくなっているのではないかという感じがするのですけれども、その
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辺の実態は分かりますか。 

○教育長 指導室長。 

○指導室長 テレビ、スマートフォン、タブレット端末の区別の時間についてそこまでの調査は

ございませんが、やはり先生方に伺いますとスマートフォンでＹｏｕＴｕｂｅですとか、Ｔｉｋ

Ｔｏｋですとか、そういった動画系のサイトを大変多く、本当にずっと見ているという実態があ

るということは把握をしております。 

 ですが、先ほど申し上げましたとおり、好ましい健康的な生活習慣を確立することは、心身の

よりよい成長に直結する成長期の子どもたちでございますので、その辺りの啓発を図っていくこ

とは大変重要なことだと、そのように考えております。学校ともよく話し合いを進めていきたい

と思います。 

 ありがとうございます。 

○教育長 日髙委員。 

○日髙委員 そのとおりだと思いますので、ぜひ学校と連携を取っていただいて、その辺の指導

方をよろしくお願いしたいと思います。 

 こうした一つの優れた機器が出てきますとそれに頼り切ってしまう生活になってしまう。ス

マートフォンはお風呂に入るときも持っていっているという子どもは現実にいるわけです。そう

いうことが話題にもなっている。 

 ですから、指導室長がおっしゃるように、健康指導であったり、保健指導であったり、あるい

は保護者会で啓発するということはとても大事なことですから、今後ともそれを続けていただい

て、あるいは葛飾区小学校教育研究会や中学校教育研究会の保健部会、こういう部会等でもこの

対応について話題を提供いただくと、子どもの健康という意味から、いろいろな掘り下げた検討

ができるのではないかなと思いますので、ぜひそうした助言を頂ければありがたいと思います。 

 よろしくお願いしたいと思います。 

○教育長 ありがとうございます。 

 ほかにはいかがでしょうか。 

 それでは、谷部委員、お願いいたします。 

○谷部委員 私、昨日まで学校で学習サポートという形で携わらせていただいて、現在もわくわ

くチャレンジ広場のサポーターをさせていただいております。この平均の数字を見ますと、大分

葛飾区が上回っているということなのですが、私がスポーツテストなどに携わっていて、今年の

感想なのですけれども、差が激しいと感じています。サッカーチームですとか、ダンスのチーム

など、子どもが小さいときからたくさんありますので、そういうところに加入している子どもた

ちは体も柔らかいですし、ボールを投げる能力も蹴る能力も高いのですが、そういうところに加

入していないとか、あとは小さい頃にそういうボールとか駆け出すとかいうことに携わっていな
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いのかなと感じるお子さんがかなり多いと感じています。 

 わくチャレで遊んでいて、ボールをポンって投げても受け取れないお子さんが、低学年のクラ

スの中に何人かおりますので、小さいときからの親子での関わりというところも大切なのではな

いかなと思っています。 

 幼児教育は別のところになるかもしれないのですが、小学校でも、今、お父さん、お母さんも

若い世代の方が多いので、子どもと一緒にゲームをしますという方が多いのですが、子どもと一

緒にどうか遊んでもらいたいという、そんな保護者への働きかけもしていただければなと思いま

した。 

 以上です。 

○教育長 指導室長。 

○指導室長 ありがとうございます。運動の二極化ということはかねてより課題になっていると

ころでございます。資料２にもございますとおり、運動の実施状況や１日の運動時間の２時間以

上のお子さんと30分未満のお子さんが、例えば中学校３年生では30分未満が女子の場合多かっ

たり、こういったところにも、委員のご発言にございました個人間の差というものが表れている

と実態を把握しております。 

 ですので、先ほどの繰り返しになりますが、運動の楽しさですとか日常化、そちらについても

取り組んでまいりますし、また幼児教育という点でもボールを投げる投動作、それから跳ねる、

瞬発力を高める遊びなどの取り入れも区立幼稚園に啓発を図っていきたいと、そのように考えて

おります。 

 ありがとうございます。 

○教育長 よろしいでしょうか。ほかにはいかがでしょうか。よろしいですか。 

 それでは、以上で報告事項等の１を終わりといたします。 

 次に、報告事項等の２「葛飾区スポーツ推進計画（素案）について」の報告をお願いします。 

 生涯スポーツ課長。 

○生涯スポーツ課長 それでは、「葛飾区スポーツ推進計画（素案）について」ご説明をいたし

ます。 

 １の「概要」といたしましては、現行の葛飾区スポーツ推進計画が令和４年度で計画期間が終

了となるために、来年度、令和５年度から令和９年度までの５年間を計画期間とする新たなス

ポーツ推進計画を策定するものでございます。 

 ２の「葛飾区スポーツ推進計画（素案）」といたしましては、別添資料をつけさせていただい

ておりますので、恐れ入ります、そちらをご覧いただければと思います。表紙から３枚ほどおめ

くりいただきまして、１ページをご覧いただければと思います。１ページの前に、全体に通じる

ことなのですけれども、前のページのところの下のところで、「※印はＰ.59 用語解説参照」と
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いうことで記載させていただいております。文章中に※印のついているものにつきましては、巻

末で用語説明を付けさせていただいているということのただし書になります。 

 それでは、本編に入らせていただきます。第１章の「基本的な考え方」の「計画の概要」とい

たしましては、４行目のところで、新型コロナウイルス感染症の世界的パンデミックにより、今

まで確立されていた人々のライフスタイルや価値観が大きく変わりました。少し飛びますけれど

も、スポーツを取り巻く環境も変化した状況がありますので、現計画であります葛飾区スポーツ

推進計画が今年度で期間終了となることから、策定をすることといたしました。 

 ２の「計画の位置づけ」といたしましては、国が策定をいたしました「スポーツ基本計画」や、

都が策定をしております「東京都スポーツ推進総合計画」の趣旨・意向を踏まえるとともに、葛

飾区基本計画をはじめとしました関連計画等において定めたスポーツ分野の政策・施策との整合

性を図りながら策定をいたします。また、今回、ＳＤＧｓの理念も踏まえて策定をしていきたい

と考えてございます。 

 ページをおめくりいただければと思います。３の「計画の期間」といたしまして、他の計画と

の整合性を取るために、関係を表している表を掲載させていただいております。スポーツ推進計

画につきましては、一番下の段に掲載をしてございます。 

 ４の「本計画策定の視点」といたしましては、自分の暮らしに合ったスポーツ活動ができる社

会を実現するために、次の視点を考えて策定に当たってまいりました。 

 一つ目といたしましては、「スポーツは『文化活動』」ということで、スポーツ基本法でも示

されています、スポーツは心身の両面に影響を与える文化として捉えていきたいという点と、二

つ目といたしまして、本計画におけるスポーツとは、一番下の段になりますけれども、軽い運動

など日常的に体を動かす運動を含め、目的のある身体活動の全てをスポーツとして取り扱うとい

う視点を設定いたしました。 

 次のページにお進みください。「『する』、『みる』、『ささえる』スポーツ」として、これ

は現行計画の考え方と同じになりますけれども、実際にする人だけではなく、競技大会やプロス

ポーツを見る人、そして指導者やボランティア等のスポーツを支える人の視点で捉えていきたい

と考えてございます。 

 一番下の段で、区民の「する」、「みる」、スポーツの様々なニーズに応じて、スポーツ関連

団体等との連携・協働を図り、スポーツ全体をささえる取組を進めていきたいという視点で策定

を進めてまいりました。 

 もう１点になりますけれども、「スポーツを通じた地域づくり・まちづくり」といたしまして

は、スポーツの推進を通しまして地域が一体となった取組やまちづくりを進めていきたいと考え

てございます。 

 最後には、「ＳＤＧｓを踏まえた計画推進」を図りたいという、５点の視点を持ちながら策定
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を進めてまいりました。 

 ページをおめくりください。２章の「スポーツ推進の現状と課題」といたしまして、「国や都

の動向」につきましては、第３期スポーツ基本計画、こちらスポーツ庁により策定されておりま

すけれども、令和４年度から令和８年度までの５年間を計画期間として策定されました。下の表

で主な点を抜粋してございますけれども、一番下の段のところの、今後５年間に総合的かつ計画

的に取り組む施策といたしまして、スポーツ界におけるＤＸ、デジタルトランスフォーメーショ

ンの推進と、５番としましてはスポーツによる健康増進、７番としましては、スポーツによる地

方創生・まちづくりなどの項目が掲げられております。 

 次のページにお進みください。東京都スポーツ推進総合計画につきましては、現在まだ計画期

間中でございますので、考え方の変更はございません。 

 次のページにお進みいただければと思います。こちらのページから、葛飾区の現状や課題とい

たしまして、葛飾区の人口や、８ページには区内のスポーツ施設等につきまして掲載をさせてい

ただいております。 

 10 ページにお進みいただければと思います。こちらには、区内でスポーツを行っている協働

団体等につきまして説明をさせていただいております。 

 次のページにつきましても引き続き掲載させていただいておりますけれども、一番下の葛飾区

スポーツボランティアにつきましては、自立団体ではございませんけれども、生涯スポーツ課で

登録を進めているスポーツボランティアの数を管理していきたいと考えてございます。 

 次のページにお進みください。こちらも大切な要素として考えてございまして、先ほどもご報

告ございました子どもの運動と体力の状況ということで掲載をさせていただいております。こち

らは令和３年度のデータになってございますので、今後、案をつくる段階に当たりまして、最新

のデータ等に入れ替えていきたいと考えてございます。 

 次のページにお進みいただきたいと思います。前計画の進捗といたしまして、目標の実施状況

は、指標の達成状況等についてこちらのページに掲載をさせていただいております。 

 14ページも同様になります。 

 15 ページにお進みいただければと思います。スポーツに関する意識調査を令和４年５月から

６月に実施いたしました。こちらの内容がここから 28 ページまで続けて掲載をさせていただい

ております。主な点といたしまして、①の区民のスポーツ実施状況等につきましては、この１年

間でスポーツや運動をしたという回答が、59.8％なってございます。 

 次のページにお進みいただければと思います。運動の実施状況に対して、健康状態や運動不足

感から分析をいたしますと、一番下の四角囲いになりますけれども、スポーツや運動をする・し

ないによる健康感や運動不足感の差がはっきりしており、スポーツや運動することが自身にとっ

て有益なことであることが、区民の意識として表れていることがうかがえるというような分析、
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考察が導き出されております。 

 次のページにお進みください。スポーツや運動を行う理由といたしましては、上位が健康や体

力づくりのため、運動不足を感じるから、楽しみやストレスの発散をするためということで、そ

ちらの項目で半数を超えてございます。 

 次の項目としまして、スポーツや運動を行う仲間といたしましては、１人でという回答が

71.9％となってございます。 

 次のページにお進みいただきたいと思います。スポーツや運動をしたいと思う機会や場所につ

きましては、「自然の中で運動やスポーツをしたい」が 55.9％。「自分の家の中でできる運動

をしたい」が 41.6％と多くなってございます。「区のスポーツ施設を利用して運動したい」で

は、前回調査よりも6.8ポイント減少をしてございます。 

 そちらを考察したところの四角囲いでは、自分の身近なところでスポーツや運動をするという

傾向が見られるということになってございます。 

 次のページにお進みください。②のスポーツや運動に関する情報につきましては、スポーツや

運動に関して知りたい情報は、「スポーツ施設利用案内等」の情報が 34.5％と最も多くなって

ございます。「健康づくりのための運動及び講座・教室の情報」が 31.2％という結果が出てご

ざいます。 

 次のページにお進みください。スポーツや運動に関する情報の入手先につきましては、葛飾区

広報紙が 44.8％と最も多いですけれども。インターネット、ＳＮＳ等から入手をするという方

も43.6％という結果が出てございます。 

 分析・考察になりますけれども、区民のスポーツや運動への関心が低くなっているところはご

ざいます。ただ、情報の入手先につきまして、新聞や雑誌、ポスターなどの紙媒体よりもイン

ターネットやＳＮＳが大きく増加をしているという傾向が見られます。 

 次のページにお進みください。ボランティアについてですけれども、スポーツや運動に関する

ボランティア活動の参加では、「参加してみたいと思わない（継続したいと思わない）」を合計

しますと41.7％という傾向が出てございます。 

 次の段です。スポーツや運動に関するボランティアをするために必要だと思うことにつきまし

ては、気軽に参加できる機会の充実が50.7％と最も多くなってございます。 

 考察の欄になりますけれども、スポーツボランティアの参加意向が減少しており、ボランティ

アをするために自分自身の状況や都合に合うかどうかが必要だと考えている方が増えていると思

われます。 

 次のページにお進みいただければと思います。スポーツクラブなどについてのページになりま

す。葛飾区地域スポーツクラブの認知状況につきましては、「知らない」が 70.2％となってお

り、認知度が非常に低いという状況がうかがわれます。 
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 次のページでは、葛飾区の地域スポーツクラブへの加入意向につきましては、「加入したい」

と「条件が合えば加入したい」を合計しますと29.4％となっております。 

 考察といたしましては、葛飾区地域スポーツクラブの認知度は、前回よりも下がっています。

また、加入意向も下がっているという傾向が見てとれます。 

 次のページにお進みいただければと思います。障害者スポーツにつきましては、関心度は「関

心がある」と「やや関心がある」を合わせたもので 35.6％となってございます。中段のところ

の障害者スポーツの振興を図るために必要だと思うことにつきましては、「施設のバリアフリー

化」が56.1％と最も多くなってございます。 

 考察といたしまして、障害者スポーツにつきましては、「関心がない」に「分からない」を含

めると半数を超えてしまう。障害者スポーツ振興には、施設整備、障害者スポーツの理解やＰＲ、

指導員等の支える人の充実が必要との声が多くなってきていることが見てとれます。 

 次のページへお進みいただければと思います。区立スポーツ施設の利用につきましては、総合

スポーツセンターの温水プール館の利用が一番多くなってございますけれども、考察といたしま

して、全体的に区立スポーツ施設の利用が減少している、利用したことがないという人が４割に

近づいてございます。ただ、利用満足度は概ね満足しているという傾向を見て取ることができま

す。 

 次のページにお進みいただければと思います。葛飾区のスポーツ振興・推進について、今後、

葛飾区が取り組むべきことにつきましては、高齢者や障害のある方がスポーツや運動をしやすい

環境づくりの推進ということが36.7％と最も多くなってございます。 

 全体的に考察いたしますと、気軽にできるスポーツやイベント、初心者向けの教室等を取り組

んでいくなどの声が増えてきております。スポーツに関する情報提供の充実を求めている声も増

えているところでございます。 

 次のページからは、アンケートではなく、団体のヒアリングを行った内容となってございます。

各団体の課題につきましては、理事や運営委員が高齢化しているというような意見が主になって

ございます。他に、感染症対策の難しさをどうすればいいかということが意見として挙げられて

ございます。 

 ２点目のオリンピック・パラリンピック競技大会や新型コロナウイルス感染症の影響につきま

しては、オリンピックではメダルを取った種目や露出度の多い種目では子どもも大人も参加する

機会が増えているとの意見が出てきてございます。ただ、コロナの影響で会員数が減少している

という意見も出されてございます。 

 次のページに進んでいただければと思います。「葛飾区のスポーツ推進に求めること等」では、

各スポーツの活動を知らない区民のために、行政と団体等で効果のある情報発信が必要であると

か、活動が継続してできるような環境整備をしていただきたい、あとは地域スポーツクラブ、体
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育協会、民間スポーツ施設等をまとめていくためのベースが必要という意見も出されております。 

 次のページに進んでいただければと思います。今までご説明いたしました他の計画、区民の意

識調査、ヒアリングの状況等を勘案しまして、葛飾区のスポーツ推進の現在の課題を抽出させて

いただいております。①の「生活意識の変化に対応したスポーツ推進の取組」という視点の課題

では、新型コロナウイルス感染症拡大によりまして、人々の生活環境や考え方が大きく変化して

ございます。区民の誰もが気軽にいつでもスポーツや運動ができる、社会状況の変化に柔軟に対

応した取組が必要であるということを挙げてございます。 

 その中でも、「自分のスタイルに合ったスポーツや運動」の項目では、先ほども申し上げまし

た「子どもの体力づくり」「働き盛り世代のスポーツ」「高齢者のスポーツ」、次のページにな

りますけれども「障害者のスポーツ」について取り組んでいきたいと考えております。 

 次のページにお進みいただければと思います。その課題の中で、また見えてくるものが「ス

ポーツ大会・スポーツイベントの充実」が必要であるということと、「区内全域のスポーツ施設、

どこでもスポーツができる地域の場」の活用が必要であるということ。そして「施設利用の工夫

が必要である」ということが課題として挙げられています。 

 次のページにお進みください。②の「スポーツを支える人の体制強化」といたしまして、新型

コロナウイルス感染症拡大や東京 2020 オリンピック・バラリンピック競技大会の終了により、

区民全体のスポーツボランティアの意識が薄れつつあります。また、スポーツ協働団体での担い

手の高齢化や人材不足とともに、新型コロナウイルス感染症拡大によるスポーツ協働団体の活動

制限があったために、スポーツの推進に大きな影響が出ているということが課題として考えられ

ます。 

 スポーツを支える人のための盤石な体制づくり等の取組のために、下に挙げてございます「ス

ポーツボランティア参加意向の喚起と人材育成体制の充実」や「地域でスポーツをささえる人た

ちが活躍できる環境」が必要だということが挙げられます。 

 その中でも、「スポーツをささえる担い手への取組」「スポーツに関わる団体・機関の連携・

協働」が必要となっていることが課題として挙げられております。 

 次のページにお進みいただければと思います。③といたしまして「スポーツ関連情報の充実と

工夫した発信」ということで、こちらでは「スポーツの情報・スポーツの魅力を発信」すること

と「スポーツをささえる人と団体間の連携・協働のための情報交換の場」の設定や「東京 2020

オリンピック・パラリンピック競技大会を契機とした葛飾区のスポーツの振興」も課題として挙

げてございます。 

 次のページにお進みいただければと思います。３章の「本計画の方向性」といたしまして、他

計画との関連や意識調査、団体等のヒアリングの分析や考察から抽出をいたしました課題と現行

計画を照らし合わせて検討を行いました。その結果として区民の誰もが、身近な場所で、それぞ
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れの体力や年齢・技術・趣味・目的に応じた自分に合ったスポーツに親しむことができるようと

いう方向性は現在の計画とも合致していると考えてございます。そのため、現計画の基本理念を

継承いたしまして、さらなるスポーツ推進を目指していくと考えてございます。 

 基本理念といたしましては、「区民が身近な地域で『いつでも、どこでも、だれでも、いつま

でも』自分に合った形でスポーツ活動に親しみ、スポーツを通じた健康で元気な葛飾づくりを推

進します」というところの基本理念を継承していきたいと考えてございます。 

 基本理念から受けました本計画の目標といたしましては、現行の「する・みる・ささえる」と

いう視点をやはり継承いたしまして、目標１は「スポーツを『する』人口の拡大」ということで、

区民の誰もが身近な地域で、自分に合った形のスポーツ・運動に出会い、親しみ、定期的・継続

的に行われるようスポーツに触れる機会を充実して、心身の健康及び体力の保持増進や健康寿命

の延伸に取り組むということを設定したいと考えております。 

 目標２といたしまして、「スポーツが『できる』環境の整備」を進めるために、身の回りにあ

る身近なスポーツ環境の充実が必要でございます。スポーツ施設等、安心・安全・便利に利用で

きるよう適正な整備をし、区民が身近な場所でスポーツ活動に取り組めるような環境の充実を図

りたいと考えてございます。 

 目標３といたしましては、「スポーツを『ささえる』活動の基盤強化」ということで、イベン

トの運営やスポーツ指導など現場を「ささえる」スポーツ協働団体やスポーツボランティアは、

なくてはならない存在でございます。葛飾区のスポーツの推進を下支えする体制の強化を図って

いきたいと考えております。 

 目標４は、「スポーツを『みせる』環境」としまして、今までは、目標の中に含めていたもの

なのですけれども、新たに見せるという項目の観点を持ちまして、スポーツを知り、観戦、その

醍醐味を感じることでスポーツへの関心や意欲を高めます。いつでも、どこでも、だれでも、い

つまでもスポーツ活動ができるようにスポーツに関わる全ての活動における楽しさや、やりがい、

魅力を区民に伝える取組を実施していきたいと考えてございます。 

 次のページにお進みいただければと思います。本計画の目標数値といたしましては、「日頃か

ら運動やスポーツをしている区民の割合」とし、令和９年度には 71.9％を目指したいと考えて

ございます。こちらの表につきましては、目標と課題につきまして、関連性が分かるように掲載

している表となってございます。 

 次のページにお進みいただければと思います。計画の「施策体系」といたしましては、以下の

とおりとなりますけれども、現行計画の体系と分析した課題等を解決するために、スポーツを

「みせる」環境の視点を加えまして、目標を３項目から４項目にしまして体系化をして、現在実

施をしている事業等についてもその中で再編成をさせていただきました。 

 次のページにお進みいただければと思います。ここからが、「計画の取組」の個別の取組と個
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別の事業等につきまして掲載をしているページになります。目標１の「スポーツを『する』人口

の拡大」の主な取組といたしましては、基本計画のプロジェクトでも取り上げている部分にはな

りますけれども、１番の「健康長寿のまち、葛飾」。子どもから高齢者まで、あらゆる年代の区

民がスポーツに親しみ、日常生活の中に運動習慣を取り入れることができる環境整備をすること

で、生涯を通じて切れ目のない健康づくりを支援し、いつまでも元気で若々しく活躍できるまち

をつくりますということで、こちらは４課が連携しながら進めていく事業と考えてございます。 

 また、次のページ、６番の「高齢者への健康づくり支援と介護予防事業」ということで、地域

包括ケア担当課と連携を取りながら実施をしていきたいと考えてございます。 

 40 ページにお進みいただければと思います。こちらでは、（２）の「『自分に合った』ス

ポーツ実施機会の充実」ということで、身近でできる41ページの13番「★ランニング＆ウォー

キング事業」等について取組を進めていきたいと考えてございます。 

 少し飛びますけれども、45 ページのところに進んでいただければと思います。目標２の「ス

ポーツが『できる』環境の整備」ということで、安心・安全・便利に利用できるように適正に施

設を整備し行うために、（１）の「スポーツ施設の環境整備」や 47 ページにございます（２）

の「身近な施設の有効活用」を進めていきたいと考えてございます。 

 49 ページへお進みいただければと思います。目標３の「スポーツを『ささえる』活動の基盤

強化」といたしましては、（１）の「スポーツ協働団体との連携・協働」や、51 ページになり

ますけれども、（２）の「ボランティア・指導員の育成・活用」に取り組みたいと考えてござい

ます。 

 53 ページにお進みいただければと思います。目標４の「スポーツを『みせる』環境の整備」

では、（１）の「スポーツ情報・発信の充実」や、次のページ、（２）の「東京 2020 オリン

ピック・パラリンピック競技大会のレガシー継承」を行ってまいりたいと考えてございます。 

なお、こちらの個別の取組事業につきましては、ただいま予算編成等も行ってございますので、

今後、予算編成の状況によって若干の変更が出てくる可能性もございます。あとは、それぞれの

施策の中に位置付けました取組事業で、例えばこのページで言いますと、48 のように星印が付

いているところにつきましては、指標を設定して、今後管理を行っていきたいと考えてございま

す。 

 恐れ入ります、56 ページにお進みいただければと思います。本計画の実施に向けた「推進体

制」といたしましては、行政だけではなく、スポーツ推進委員やスポーツ協働団体などの各主体

が、積極的にスポーツ活動を推進するとともに、互いに連携・協働していくことが重要でござい

ます。各主体では、以下のような役割でのスポーツ活動が推進されるということで、掲載をさせ

ていただいてございます。 

 次のページでは、こちらで書かれている役割や位置付けをイメージした相関図を掲載させてい
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ただいております。 

 58 ページにお進みいただければと思います。「本計画の評価」といたしましては、時代の情

勢やスポーツを取り巻く環境の変化に考慮しながら、適宜見直しを行っていきたいと考えており

ます。下の表につきましては、本計画における全体的な指標や各目標における指標を掲載させて

いただいております。 

 次のページ、59 ページからは資料編といたしまして、計画中で※印を付した用語の解説をお

伝えし、63 ページにつきましてはスポーツ推進計画策定委員会の設置要領、また 65 ページでは

策定委員会の名簿、66 ページにはスポーツ推進計画の策定経過、現在の状況までですけれども、

経過を掲載させていただいております。 

 恐れ入ります。表紙の資料にお戻りいただければと思います。３の「今後のスケジュール」と

いたしまして、令和５年の１月下旬に文教委員会でこの計画素案の報告をいたします。その後、

１月27日から２月27日でパブリックコメントを実施し、３月１日に第４回目の策定委員会を開

催して、パブリックコメント等を受けました案を作成したいと考えてございます。３月中旬には

教育委員会と文教委員会へ計画案の報告を行いまして、３月下旬の教育委員会において計画を決

定する予定でございます。 

 ４の「パブリックコメント」といたしましては、閲覧・意見提出期間を令和５年１月 27 日か

ら２月27日で、周知方法といたしましては、広報かつしか１月25日号で、またホームページに

も掲載いたします。閲覧場所といたしましては、区政情報コーナーほか、記載の場所を予定して

ございます。 

 大変長く駆け足の説明になってしまいまして申し訳ございません。私からの説明は以上となり

ます。 

○教育長 ただいまの報告について、ご質問などございましたらお願いしたいと思います。 

 よろしいですか。 

 日髙委員。 

○日髙委員 すばらしいものができたなと思います。お疲れさまでした。令和５年度から９年ま

で、それだけの期間、これを推進しようということで、特に私はこの計画の方向性、ページで言

うと 33 ページを見て、本当にそのとおりだなと思います。やはり健康というのはいかに大事か

ということ。健康寿命というのは、元気でいてできることです。寝たきりでは困るわけなので。

そういう辺りの啓発をしていくために、いつでも、どこでも、だれでも、いつまでもできるよう

な体づくりをしましょう、健康な元気な体をつくりましょうというこの推進計画はすばらしいな

と思うのです。 

 そして、スポーツを通して、スポーツをすること、できること、支えること、見せることとい

うのは非常に重要だなと思います。この計画を区民に周知しないとなかなか徹底されないと思う
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のです。言葉では、実にこういうふうに明快に出ますから、これをいかに具現化をして、区民の

皆様にも、もちろん学校教育にも影響は大きくありますから、そういうところに啓発が進んでい

けると大変ありがたいなと思います。 

 もう１点。総合スポーツセンター等の施設の利用が非常に活発に進んでいるということは大変

ありがたいのですけれども、私の近くに水元総合スポーツセンターがあるのです。これを見ると

数値が案外低いなと思っています。もう少し利用価値があっていいのではないかなと思います。

ポニースクールに大勢集まっているのに、私も行くのですけれども、人が余りいないときがある

のですよね。ですから、これは啓発というよりも、スポーツを好きな人がまだ少ないのだという

現実もあろうと思いますが、この辺りの情報は何かありませんか。 

○教育長 生涯スポーツ課長。 

○生涯スポーツ課長 こちらにも掲載させていただいておりますけれども。コロナの感染拡大が

ございまして、スポーツ施設自体を閉鎖している期間もございました。やはりそのところで、利

用が減っているという状況はございます。ただ、このところ、毎月の指定管理者からの報告の中

では、徐々に回復はしつつありますということでございますので、もう少し、こういった施設の

ＰＲをどうしていったらいいかということを考えながら、利用を拡大していけるように努力をし

ていきたいと思います。 

○教育長 日髙委員。 

○日髙委員 本当にありがとうございます。ご苦労なことだと思いますけれども、やはりコロナ

の影響というのはあらゆるところに本当に出ているなと思います。やはりコロナの影響というの

は、心理的にも大きな影響を来しているなと思いますので、早く収まってくれて、こういう施設

が有効に使えるようになっていければ、更にすばらしいと思います。この計画書の実現が可能な

ように、ぜひ、ご支援を頂ければありがたいなと思います。よろしくお願いいたします。 

○教育長 ありがとうございます。ほかにいかがでしょうか。 

 それでは、上原委員、お願いいたします。 

○上原委員 何度も練習なさったのではないかと思うような、苦労の跡がしのばれるご報告でし

た。これだけの長い資料をいかに分かりやすく短くしゃべるかというのは、とても大変なことだ

と思いますので、まずは本当にご苦労さまでございました。 

 その中で一番感じたのは、今、人生100年と言われているわけですけれども、そう言われるよ

うになってから、健康というワードが一番ですが、それにプラスしてスポーツというのがつなが

らないとだめなのだということを高齢者の方たちも分かってきているというのがあるのではない

かなと思います。 

 特に変わってきたのは、33 ページの「本計画の方向性」の中の目標４というところで、ス

ポーツを「みせる」という。今までこの「みせる」という考え方は余りなかったような気がする
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のです。見せることによって、ある面ではみんなやろうとするとか、頑張れるとか。例えば中学

校で、車椅子テニスをやったときに、子どもたちは車椅子のテニスを知らなかったわけではない

ですか。でも、本当にうまい人たちが来てくれるとそのすごさというのをすごく実感したという

のですね。 

 ボッチャなどもそうですけれども、本来、今までは見せるということを余り考えていなかった。

それが、ここに「みせる」ということを加えたというのは一つ進歩かなというか、ある面で新し

いやり方だなと思います。特に、葛飾区にクライミング施設ができましたが、ああいうのを見る

と、子どもたちもクライミングってすごいなとか、自分も選手になってみようとか、いろいろな

考え方を持つのだと思うのです。やはり見せるってすごく大切なのです。今までは見せるという

ことに余り力を入れていなかった。ですから、今後は見せるということによって、更にスポーツ

が振興していくのではないかなと思います。 

 ここで、日頃からの運動やスポーツをしている区民の割合が、令和３年度は 62.8％だけれど

も、それを令和９年には 71.9％にしていこうというのはすばらしい目標だと思います。また、

できないことはないような気がします。今の考え方がすごく変わってきて、昔はそれこそ勉強だ

けしていればいいみたいなこともあったけれども、今は、体も動かし、そうしたほうがかえって

頭にも入るとか、そういったような時代になってきているわけですから、運動すること自体も、

身近になっています。先ほどの自転車の話になり申し訳ないですけれども、葛飾区は本当に自転

車を利用する人がすごく多いのです。足が悪いから自転車に乗るというケースもあったりするの

です。自転車は筋肉がついてくるのだけれども、ランニングやウォーキングに比べて骨の量を増

やす効果はあまり期待できないとする研究結果もあるようなので、そういう意味でいくとちゃん

と足を着けたような運動というのは、すごく大切なのだそうです。それはたまたま私の友人で、

20 代から自転車か車だけを移動手段にしてきたという人が、今、60 代ぐらいになってきて、結

構足を痛めているのです。そういったようなことを含めて、今後運動というのはとても力を入れ

ていかなくてはいけない。葛飾区民が寝たきりになったら困るわけですから、やはり100歳まで

元気でいてほしい。そういう意味でも、この計画はすごく大切なので、本当に頑張っていただき

たいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○教育長 それでは、壷内委員、お願いいたします。 

○壷内委員 やはりスポーツを通しての国際交流とか、世界の一つは大体スポーツとか文化関係

です。そういう中で、特に意義の深いスポーツ推進計画、従来よりも増して、充実、発展してい

るということです。特に今、超高齢化社会に向かっています。今や人生100年時代という話が出

てまいりましたけれども、まさしく健康を維持するだけの体力ですね。その向上まで目指してい

くということで、大変意義のあるものなのかなと思っています。 

 10ページにある区内のスポーツ協働団体というのは、41もあるのですね。スポーツが41種目
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以上あるのはすごいですね。ぜひＰＲ活動を活発にしながら、区民の皆さんが「ぜひ私もやって

みたい」「僕もやってみたい」、そういう願いをそそるようなＰＲ活動や啓発活動を一つよろし

くお願いしたい。要望でございます。 

 以上です。 

○教育長 ありがとうございます。ほかにはいかがでしょうか。 

 それでは、谷部委員。 

○谷部委員 ３点ほど。私自身も、こやのエンジョイクラブに参加してスポーツをさせていただ

いているのですが、年齢的には私より先輩方のほうが多いというのが現状だと思います。区のス

ポーツができるところが、ほかに水元ですか、この２カ所しかないということで、わざわざ遠く

から通っていらっしゃる、また気軽に安い価格でできるということでいらっしゃる方がいるので、

ぜひもう少し増やしていただきたいなということが１点です。 

 あともう１点は、荒川沿いに住んでおりまして、ウォーキングなどで利用させていただいたり、

地区のロードレース大会ですとか、子どもたちの持久走大会などにも参加させていただいている

のですが、やはり荒川の土手がきちんと走るところと自転車のところと整備をされていないので、

大変危険な状態です。国土交通省の管轄になるのかもしれないのですが、立て看板で、自転車は

スピードを落としてくださいという看板はあるのですけれども、そういった区分けもできていな

いところなのです。今、民間のスポーツ団体でもどんどんランニング大会を開いていて、週末は

ほとんどランニング大会をされているのかなというぐらい荒川の河川敷を利用されているのです

けれども、ただ、気軽に行きましょう、ウォーキングしましょうといっても、ちょっと危険な状

態です。自転車にぶつかったというお話も何回か聞きますので、そういった整備も一緒に進めて

いただけたらなと思います。 

 最後に、ボッチャなのですが、私も区の講習でボッチャという競技があるということを５年ぐ

らい前に知りまして、ぜひ子どもたちに体験してもらいたいなということで、葛飾区の職員でパ

ラリンピックに出場された方がいるということをお聞きして、その方に交渉して、わくチャレで

講習を２年連続でやっていただいたのですけれども、残念ながらコロナ禍になってしまったので

中止しているのです。普及していくとうたってありましたけれども、ぜひどんどん普及していっ

ていただきたいと思いますのと、副産物がすごくありましたので、ＳＤＧｓにもありますけれど

も、多様性を認めていくということでものすごく子どもたちに参考になったと思いますので、ぜ

ひもっと学校の中でも取り入れてくれたらなと思っております。 

 以上です。 

○教育長 生涯スポーツ課長。 

○生涯スポーツ課長 ご意見、ありがとうございます。こやのエンジョイくらぶ等のスポーツク

ラブにつきましては、連携を進めながら、会員さんのローテーション、そういったところも図っ
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ていければと考えてございます。 

 スポーツ施設につきましては、今、大きなところは奥戸と水元の総合スポーツセンター２カ所、

つくってございますけれども、それ以外に今出ました荒川の河川敷とか、いろいろなところにテ

ニスコートがあるなど、区内でも結構体育施設は整備をさせていただいております。ただ、老朽

化が結構進んでいるところがございまして、まずそちらの改修等について着手をしていきたいと

考えているところではございます。 

 それから、土手の自転車等に関しましては、ネット等を張りながら、野球場、球技場、どこか

境目をつくっていこうというところですとかですね。また、国土交通省はたしかに看板はたくさ

ん設置をしていただいてはいるのですけれども、自転車は結構走っている状況もございます。こ

ちらでも、自転車なりランニングを行うようなときの注意点みたいなものをホームページ等にも

掲載をしながら、注意喚起を促していければと考えてございます。 

 最後に、ボッチャ等のユニバーサル的なスポーツにつきましても、ボッチャ協会が今年から体

育協会に加入をいたしまして、だんだんと力も付けてきているところでございます。一緒に連携

を図りながら、ボッチャ競技等を更に進めていけるようにしていきたいと考えているのと、あと

日本ブラインドサッカー協会と連携協定も結んでいるところがございます。 

 そういったところは、小学校等においても教室等の実施をしていただいているところでござい

ます。そういったところから、障害者スポーツに対する理解を進めていけるような取組ができれ

ばいいなと考えてございますので、引き続きこちらについても今後の計画を進めていく上で、考

慮していきたいと考えてございます。 

○教育長 よろしいでしょうか。ほかにはいかがですか。よろしいでしょうか。 

 それでは、以上で本日の議事は全て終了となりますが、そのほか何かご意見、ご質問等ござい

ますでしょうか。よろしいですか。 

 それでは、以上をもちまして令和４年教育委員会第 13 回の臨時会を閉会といたします。あり

がとうございました。 

閉会時刻１１時０５分 


